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関連事業メニュー 1_1_1 結婚支援センターに関する取組

自治体名

本事業の担当部局名 くらしの安全安心課 多文化共生・男女共同参画推進室

個別事業名

個
別
事
業
の
内
容

0 0 0 0 30,000

使用料及び賃借料 備品購入費 負担金 補助金 計

0 0

別紙様式第１　様式２ ①

（令和６年度補正分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

事業メニュー ライフデザイン・結婚支援重点推進事業

長野県箕輪町

箕輪町結婚相談所運営事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

55,851

令和８年３月31日 事業開始年度

番号 項目

実施期間 令和7年4月1日 ～

総事業費（Ａ）（円） 3,193,097 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 3,193,097

55,8510

内容

97,020

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

0

0

2,943,746

0

3,163,097

0 3,193,097

0 30,000

総事業費

97,020

1

結婚相談所運営

0 0

対象経費支出予定額

対象外経費支出予定額

諸謝金

委託料

区分

総事業費

対象経費支出予定額

対象外経費支出予定額

区分

0 0 0 0

3

0 30,000 66,480

66,480

2

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

箕輪町第4次振興計画が始まった平成17年と比較すると、人口減少率2～5％、出生数減少率は21～37％と大きくなってお
り、町にとって少子化が大きな課題となっている。
平成30年の出生率は7.4と、国7.4、県7.0、郡6.8を上回っている。しかし、婚姻数は平成10年に147件であったが令和５年は
82件まで減少するとともに、同年の婚姻率は3.4と、国4.3に比べても大きく下回っている。

＜本個別事業の位置付け＞

第5次振興計画において、「出会い、結婚する人を増やす取り組み」、「出産、子育てに希望を持てるようにする取り組み」と
して5つの取り組みを実施している。
本事業については、第３章「「家族になろう」といえるまち」　第１節「出会い・結婚の支援」　施策２「出会いの場の創出」に位
置づけられるものである。

3,163,097

会員が結婚の希望をかなえられるようにするため、結婚支援センターの運営として、以下の取組を行う。
・平日の週5日、午前９時から午後５時まで開所し、また相談者の希望に応じて土日や夜間の対面での相談業務
・ながのマッチやLINE、メールでのオンライン相談業務
・相談員のスキル向上のための研修会等参加
・会員数の増加及びセンター認知度向上のための周知広報（HP・SNS）
・「ながの結婚マッチングシステム」への登録勧奨、補助
　イベント・セミナー参加者へ、長野県が実施する「ながの結婚マッチングシステム」のチラシ配布、および利用料
の補助により登録を勧奨。
ながの結婚マッチングシステム登録後も、相談員が伴走支援を行い継続してサポートする。

相談所R５実績
会員登録数32人（男性24、女性8）、引き合わせ成立者数31件、カップル成立組数15件、成婚数１件

0

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

平成27年度

0

0

0

2,943,746

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け

費
用
内
訳
（

円
）



個
別
事
業
の
内
容
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＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

合計特殊出生率 1.8（2025年） 1.59（2023年）

参考指標
※全事業共通

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.59（R5年）
婚姻件数 件 82（R5年）
婚姻率 3.4（R5年）

③

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

人 10 9

（アウトプット）

① 相談所新規登録者数

窓口相談件数

⑤

⑥

⑤

35

件 90 86

40

（アウトカム) 

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標

⑦

⑧

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％ --- ---

④ 相談の結果、引き合わせが成立したのべ人数 人

④

② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ --- ---
③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ --- ---

②

課題：新規の女性登録者が少なく、新たなお見合いを組むことが難しい。
取組：令和６年度に刷新した相談所パンフレット等を用い、相談所がLINE等で気軽に相談できることや、伴走型でお見合い等をサポートする機
関であることを周知する。


